
R4.10.1 

主な研究課題・発表代表論文 

小児科学 Pediatrics 
研究領域 生殖・発達医科学 
教授 長谷川 俊史 Shunji Hasegawa 
W e b ページ：http://www.ped-yamaguchi.com 

主な研究課題 
・高サイトカイン血症を伴う炎症性疾患の病態解析 
－川崎病及び心合併症の病態解明と新規治療法の確立 
－急性脳炎・脳症の病態と予後指標となるバイオマーカーの探索
－新生児・乳児消化管アレルギーの病態解明と早期診断法, 予防法の確立 
・凝固障害における分子異常と新規治療開発に関する研究 
・小児血液腫瘍の難治化/治療抵抗性の分子生物学的研究 
・ウイルス感染による気管支喘息増悪の病態解明と予防法の確立 
・亜急性硬化性全脳炎の病態解明とバイオマーカーの確立 
・新生児低酸素性虚血性脳症のバイオマーカーの探索と新規治療法の開発 
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